
光
鈍
行
の
女
船

が
あ
る
､

ユ
ン
ケ
ル
飛
行
骨
比

は
チ

(
ラ
ン
と
の
杓

に

紅
潮
航
路
を
ひ
ら
-
'
和
裁

な
iE
敦

の
佃
が
あ
TO
た
め
に
巡
柚
の
林

が

中

三

丁十
粥
に
も
逮
す
る
｡

t=)
略
は
虻
咋
大
に
改
修
さ
れ
て
'
二
'
三
和
稗

の
荷
物
日
掛
叫

は
各

都
巾
間

を
平
均

7
岬
川
二
十
:rTIJ
お
米

の
出
力

で
巡
職
を
和
ひ
問
況
次
第

に
前
徴
に
な
っ
た
'
勿
諭
宙
水
か
ら
の
肺
舵
も
川
ひ
ら
れ
る
'

こ
の
メ

シ
エ
ツ
ド
か
ら
の
各
地

(
の
脱
離
を
し
め
す
と
'

距
離

巡
貿

坤
問

メ
シ
エ
ツ
ド

-
ド
ブ
グ
ー
ブ
問

九

八

〇

粁

六

〇

〇

ク

ラ
ン
四

九

同
-

テ

ヘ
ラ

ン

同
-

エ
ジ
カ
バ
ー
ド

同

-
へ
ラ
ッ
ド

1
'
C
五
〇

六

〇
〇

四
二

二
八

〇

六

五
〇

7
九

三
五

U

五
U
O

T
八

外
_
品

の
輸
入
は
ngu･.方
は
印
鑑

の
カ

ラ
チ
か
ら

ベ
ル
ナ
ス
タ
ン
を

(

て
ド
グ
ダ
ー
フ
止

つ
き
･_TTT動
雄

で
メ

シ
エ
ツ
ド
に
-
る
､
H
本

の
柵
糸

や
瑚
光
熱
も

こ
の
過
を
と
る
｡

北
方

か
ら
は
ト
ル
キ

ス
タ
ン
の
エ
ジ
カ
バ
ー
ド
迄
は
蛾
退

で
き
て
'

そ
れ
か
ら
･E
潮
碑

に
の
せ
る
'
す
べ
て
仙牌
脚

の
館
胸

で
あ
る
｡
似
し
カ

ーア
チ
か
ら
ド
ブ
ダ
ー
フ
ま
で
の
銭
泣
鎚
斑
は
噸
即

リ
三
十
非

で
あ
る
O

純
水

こ
の
地
方

は
焚
池
鎚
輪

の
カ

は
が
細
め
て
幼
経
で
あ
っ
た
娼
'

各

バ
ザ
ー
の
偶
人
は
瀞
に
州
常

の
ス
ト
ッ
ク
を
保
称
す
る
必
礎
が
あ
っ

た

の
で
'
今
日
で
も
六
ケ
Jl
分
他

の
班
捌
見
込
･.州
を
什
入
れ
る
-
せ
が

あ
る
､

メ
シ
エ
ツ
ド
の
バ
ザ

ト
の
傭
人

が
輸
入
し
た
外
===
の
退
却
は
そ

の
地

1LtJ
脚
数

さ
れ
る
が
､
非

の
嫡
億
は
ホ
ラ
サ
ン
の
ネ
シ
ャ
プ
ー
ル
'

許

托

伽
W
叱
り

父
は
シ
ス

タ
ン
州

の
ナ

ス
ラ
ダ
バ
ー
ド
市
韓
に
も
散
和

さ
れ
る
｡

主
な
る

輸
入

==:
は
各
和
紬
和
､
軸
糸
､
砂
槻
p
恭
p
石
触
､
陶
群
､

ガ
ラ

ス
馳
品
'
約
和
､
雛
砂
地
､
刺
堂
綿
飴
典

で
中
に
も
抑
耕
紬
布

が

火
部
分

で
あ
る
'
維
前
は
英
樹

マ
ン
チ

ェ
ス
タ
ー
が
､

こ
の
市
場
を
弼

lU
し
た
が
'
近
東

ソ
ダ
イ
エ
ッ
ト
が
砂
地
及
石
油

と
同
株

に
耕
神
に
も

ダ
ン
ピ
ン
グ
的
潮
法
を
と
る
の
で
､

マ
ン
チ

ェ
ス
タ
ー
晶
を

こ
の
市
塩

か
ら
全
-
駆
返
し
て
し
ま

っ
た
､
軸
糸

は
日
本
品
及

ボ

ン
ベ
イ
晶

が
輸

入

さ
れ
'
級
既

の
紬
糸

に
つ
か
は
れ
る
､
輸
出
は

半

屯
及
柚
稚
､
耽
奴

等
で
あ
っ
て
､
阿
片

は
概
ね
ソ
ゲ
イ
エ
ツ
ト
へ
共
他
は
印
度
及
枚
発
に

向
け
て
輸
出

さ
れ
る
､
同
地

へ
輸
入

さ
れ
る
紺
糸

は
咋
糾

7
溺
五
千
机

で
あ
っ
て
､
五
千
棚
は
ボ
ン
ベ
イ
'
七
千
鵜

は
日
本
品
で
あ
る
と

い
ふ
｡

]IIEIL)

:〓e
Z15〓

≡川J)
IIIこ

EJuこ壬EZDIII〓
F
'
≡
〓l

質
疑
感
答

〓≡四EZ≡〓ZSq≡〓ZZrZ5〓HIEBZE=≡〓EEIB
≡
〓
8
且
≡

〓一

(閏
)

支
那
の
航
堂
事
業
の
社
運

(
京
都

T
血
)

(
答
)

7
九
〇
三
祐
二
フ
イ
ト
兄
弟
が
_杜
非
位
利
の
飛
行
に
成
功

し
た
常

時

で
も
'
航

幾
機
が
肺
炎
交
油

槻
脚
に
な
り

う

る

こ
と
は
汲
恕

さ
れ
た

が
'
し
か
し
十
中
程

の
問

は

7
印

の
迦
助

で
あ

っ
た
､
と

こ
ろ
が
蛾
後

十
坤

の
今
日
倣
米

の
主
妥
樹

は
始
ど
大
都
巾
関

の
定
剃
批
幾
組

真

北
成

し
､
ア
ジ
ア
洲

で
も
改
新

の
ど
と
き
は
､
比

に
舶
娘
時
代
に
入

っ
て
ゐ

る
O
支
那

の
如

き
も
汽
船

や
汽
叫

の
旅
と

い
ふ
よ
-
も
､
そ
れ
を
飛
越

し
て
櫛
に
舶
坐
時
代
に
人
ら
ん
と
し
て
ゐ
る
｡
梯
は

は
早
-
か
ら
輯
比

利
出
の
ウ

エ
ル
フ
ネ
ウ
ジ

ン
ス
ク
か
ら
抽
倫

(
､
拭
泡

の
ル
フ
.L
ハ
㌢

七

九

七

九



地

球

節

十

川

m
Jj

ザ

骨
純

-l
申

.ア
ジ
ア
か
ら
大
里
日
払
を
(
て
般
･:6
日
天
津

に
寅
る
航

路

を
調
船
に
氷
た
こ
と
も
あ

り

､
栄
は
は
現
に
舵
Phf1FE.Jy,鵬
愈
杜
が
女
郎

の
中
州
舶
甥
骨
虻
と
a
J的
し
ま
那
11.,
兆
の
琳
柴
に
従
軸
L
t
日
本
も
上

脂
耐
仙
刷
､
湘
7.=i
火
池
川

の
航
路
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
O

支
那
の
舶
畑-i
兜
は
二
期
に
分
れ
'
節

1
州
は
雌
に
二
十
叫
の
搬
去

に

糊
リ
'
光
紡
二
十
七
坤
に

7
米
人
の
軸
肘
が
あ
-

7
九
〇
八
坤
に
仙
人

が
上
脂
で
僻
行
し
て
死
ん
だ
'
次
で
7
九

7
0
舛
=h=
桝

出
が
船
脚
し
た

が
梨
坤
の
畔
命
で
計
態
は
破
れ
た
､

f
九

二

ハ坤
に
皆
弧
が
飛
行
蝉
校

を
紋
立
し
た

こ
-
が
あ
=
,､
Ly
脚
五
郎
に
耐
州
に
飛
僻
桝
校
､
上
帖

に

飛
行
機
が
で
き
た
北
ハ後

い
ろ
-
1
挺
法
が
あ
っ
て
比
囲
十
七
舛
批
竣
非

が
校
的
し
'
満
州
の
淑
蝉
良
は
硯
に
二
堂
免
の
飛
行
椛
を
も
っ
て
ゐ
る

附
託
政
船
に
な
っ
て
支
那
の
鵬
行
対
校
が
外
相
牌
校
に
代
る
や
う
に
匙

辞
す
る
に
覚
っ
て
節
二
州
に
入
る
｡
そ
れ
は
班
坊
川
で
な
-
何
柴
川
の

飛
付
仲
代
に
入

っ
た
と

い
ふ
意
味
で
あ
っ
て
､
硯
衣
は
支
那
で
鵬
相
磯

を
班
作
す
る
や
う
に
な
り
上
相
､
朕
火
'
紺
地

の
三
ヶ
所
で
州
常
な
も

の
が
糸は
立
て
ら
れ
る
や
ら
に
な
っ
た
'
か
-
て
7
九
二
八
非
に
中
郷
航

授
協
池
骨
が
設
立
さ
れ
'
周
舛
十
二
J
.
拭
糊
飛
行
機
構
州
敬
が
舶
代

用
代
に
拭
綻
さ
れ
て
､
放
射
､
瑛
口
､
南
京
､
北
平
､
雛
'天
､
天
神
の

長
途
飛
行
に
成
功
し
た
､
現
水
脚
拭
政
肘
で
は
甘
紳
叫
は
航
叫.]骨
批
な

た
て
似
氾
榔
収
梯
朴
は
栄
樹

の
舶
坐
骨
比
と
炎
約
を
締
び
､

7
九

二
九

年
十
ーj
二
十

1
日
か
ら
上
船
出
口
糊

の
光
則
粥
行
を
や
っ
て
ゐ
る
.
峠

開
削
光

の
如
し
｡

約

7
拙

上_-.]l_l
一II

d
け
｢ト
.山

九
江
::;-

九
江
成

心
.i.3
m

.1
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]･lr;

l.ッ-
ー/

Il
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何捕十
･..･Zf

同相

八
〇

八
時
凹
五
分

十
時

二
五
分

十
岬
五
五
分

i
岬
三
〇
分

一
帖
〇

五
分

川
崎

U
O
分

今

の
僻
川
雌
は
='=
新
式

p
-

<

C
F

日ソ

上

.公

平
約
八
岬

0
0
分

南
米
前

回

十
岬

7
0
介

雨
:=i
L波

間

十
時
三
〇
分

九
江
訪

中
後

7
時

五

分

九
江
栗

岡

1
時
三
五
分

粒
〓
第

回

三
嶋

7
五
分

ン
ダ
ア
ン
フ
イ
ビ
ア
ン
艶
で
水
粍
耐
性

で

あ
り
立
_7
二
十
五
指
カ
の
報
酬
械
む
つ
-
舷
梯
貿
鎚
は
⊥
軸
南
東
糊

片
途
川
○
元
､
九
江
迄
は

二

C
元
､
抗
日
ま
で
二
何
元
'
洗
口
か
ら

九
江
ま
で
六
〇
元
､
何
奴
ま
で

7
0
0
元
で
あ
る
､
拭
縦
ii
の
叶
六
人

力
玉
八
人
の
虫
席
が
あ
る
｡
日
下

支
那
人
は
外
人
の
見
習
を
や
っ
て
み

る
0ま

那
政
府
は
こ
の
勢

に
沸
じ
上
仙
南
..=i
相
川
成
都
の
令
妹
を
完
成
し

ゃ
が
で
南
淡
榊
封
､
開
封
帝
抱
に
及
び
'
向
山加
串
犬
､
華

八
旗
加
を
は

じ
め
速
に
は
洪
H
か
ら
凹
安
'
辿
化
に
:qh.ら
ん
と
し
て
ゐ
る
｡
H
安
の

癖

蹄
'
山｡a
川
上
糾
問
も
;j=]
-
剛
池
を
ぶ
る
で
あ
ら
う
｡
(
F
)

(
問
)

日
本
の
山
岳
地
方
〃
新
し
替
地
陶
は
あ
り
ま
せ
ん

か

(

大
阪

1
望

(
審
)

隣
地
州
北
部
新
刊

の
五
色
伽リ
ム
舶
分

.1
日
鵬
=TfeS
及
立
山
壮

健
肘

掛
ケ
=7g
及
来
校
似
虹
傍
圃
'
故
に
付
目
士
日
比
捗
園
の
三
脚
が
あ
る
〕
登

山

神
仙
価

に
供
す
る
娼
め
和
雄
の
地
形
伽
に
修
.比
を
加

(
た
も
の
で
あ

る
〕
･2
地
脚
を
紙
み
易

す
-
す
る
組
め
水
平
-;
紬
は
純
色
に
水
部
は
藍

色
に

p
柵
に
丑
出

道
は
赤
色
を
以
て
式
し
､
背
斜
な
る
川
或
は
腸
地
韓

は
別
に
･.mfS
.=
脱
を
抑
入
し
て
あ
る
か
ら
山
裾

地
方
托
順
裾
の
好
伴
侶
で

あ
る
｡


